
 
                                       

                  
                     
                                      

血液型のはなし 
■ＡＢＯ血液型 

1900 年、オーストリアのカール・ランドシ

ュタイナーは、血漿に他人の赤血球を混合する

と、凝集する場合としない場合があることに気

づき、血液に型のあることを発見しました。 

これが今日のＡＢＯ血液型で、この発見によ

り、血液型不適合による輸血事故を減少させ、

輸血を発達させるきっかけとなりました。 

ＡＢＯ血液型では、血液はＡ型、Ｂ型、Ｏ型、

ＡＢ型の４つに分けられます。 

赤血球表面を調べてみると、Ａ型にはＡ抗原、

Ｂ型にはＢ抗原、ＡＢ型にはＡとＢの両抗原がありますが、Ｏ型にはどちら

の抗原もありません。 

一方、血漿には、赤血球と反応する抗体があって、Ａ型にはＢ抗原と反応

する抗Ｂ、Ｂ型にはＡ抗原と反応する抗Ａ、Ｏ型には抗Ａと抗Ｂがあります。

ところがＡＢ型にはどちらの抗体もありません。 

 

■Ｒｈ血液型 

1940 年、ランドシュタイナーと弟子のウィーナーは、人の赤血球にアカゲ

ザル(Rhesus)と共通の血液型抗原があることを発見しました。この抗原の有

無による血液型をＲｈ血液型としたのです。 

 Ｒｈ抗原は、非常に複雑で一般にはＣ・ｃ・Ｄ・Ｅ・ｅなどの抗原がよく

知られています。Ｒｈ陽性やＲｈ陰性といっているのは、これらのうちＤ抗

原がある場合を「Ｒｈ陽性」、ない場合を「Ｒｈ陰性」といっています。 

 Ｒｈ陰性の日本人は、0.5％（200 人に 1 人）ぐらいで、欧米人に比べると

かなり低率となっています。 

 

■ＨＬＡ型  

赤血球に型があるように、白血球にもＨＬＡ型という血液型があります。

1954 年、フランスの輸血学者 ﾄﾞセーが発見しました。 

ＨＬＡ型は、ヒト白血球抗原（Human Leukocyte Antigen）の略で、主要組

織適合性抗原ともいわれており、大きく分けて HLA-A、B、C、DR、DQ、DP が

あります。                                      
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